
●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　渥美半島観光ビューローでは、東日本大震災の被災地の一つである岩手県大槌町を菜
の花で支援しています。
　今から６年前、平成23年３月11日に起こった東日本大震災。大槌町でも、街の大部分が
津波で流され、多くの方が亡くなりました。津波は市内を流れていた大槌川もさかのぼり、
かつては穏やかに流れていた川はがれきでいっぱいになってしまいました。
　その荒れ果ててしまった大槌川の河川敷に、菜の
花を満開に咲かせて、震災で傷ついた人々の心を癒
したいと、立ち上がったのが地元に住む金山文造さ
んでした。金山さんが立ち上げた「大槌菜の花プロ
ジェクト」を支援するため、全国から多くのボランティ
アが集まりました。愛知県からも中部国際空港セント
レアの職員が支援に立ち上がり、「愛知県で菜の花と
いえば渥美半島・田原市！」ということで、声が掛かり
お手伝いすることになりました。
　それ以来、菜の花の種を届けたり、現地に赴いて菜
の花の生育指導を行ったりしています。平成24年度
には渥美農業高校や市内の企業からも取り組みに賛
同をいただき、肥料や農機具を寄付しました。
　今年度は６月に現地を訪問し、昨年の菜の花まつり
で野菜などを販売して得た寄付金を「大槌町社会福
祉協議会」に寄付しました。大槌町の方は「全国の皆
さんのおかげで少しずつ復興が進んできている」と
喜んでいました。
　渥美半島でも１月から菜の花まつりが始まります。
一面の菜の花畑を楽しみに、県内外から多くの人が
訪れます。
   この田原市の菜の花が、遠く東北の地にもつながっ
て人々を笑顔にしています。本市の花でもある「菜の
花 」。これか
らも、菜の花
が 多くの 場
所 で 笑 顔を
届けてくれる
ことを願って
います。

田原市の菜の花が、東北に笑顔を届けています！

岡本 菜愛ちゃん
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▲龍宮まつり

渥美半島観光
ビューロー
菜の花部会

（☎23-3516）

［投稿者］

川口 燕ちゃん（左）

川口 縁くん（右）
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8ヵ月
小中山町
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小中山町
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▲トライアスロン伊良湖大会

　広報サポーターは、広報紙とブログで情報を発信しています。今回
は、ブログで紹介したイベントをご紹介します。

●龍宮まつり
　砂浜に大きな砂の海亀を作り、大漁と海上の安全を八大龍王神（海
の守り神）に祈願する祭りで、白谷海岸で開催されました。砂浜での祈
願の後、浦島太郎に扮した子どもが張りぼての海亀に乗り、大漁旗に囲
まれ沖に出て、龍神に酒や餅などの供物を供えるこの祭りは、お盆の恒
例行事となっています。

●2017トライアスロン伊良湖大会
　個人的にですが、田原の秋の訪れは、田原祭りとトライアスロンで感
じています。今年もトライアスリートたちの熱い戦いに胸が躍り、声援
に熱が入りました。この大会には、福江高校の生徒さんなどボランティ
ア約800名が参加しており、市民が支える大会となっています。
　本市では、四季を感じるさまざまなイベントが行われています。皆さ
んも参加して、季節の訪れを楽しみましょう。生活にメリハリができ、新
しい出会いや発見があって面白いですよ。

▲津波で流された旧市街地

▲菜の花の手入れをする金山さん

▲全国から集まるボランティア

▲集まった寄付金を受け取る金山さんら　　　▲満開の大槌川沿いの菜の花　

広報サポーター
太田俊一広報サポーターブログでたはら暮らしを発信中！
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